
原子力・化石燃料推進の
GX基本方針と
GX関連法案



第6次エネルギー基本計画では

• 「原子力依存度は可能な限り低減」

• 「新増設・リプレースは想定していない」

としていたが・・・？



GX実行会議で指示された原発推進

• 運転期間の延長
（60年以上の稼働も実質的に可能に）

• 次世代革新炉によるリプレースの可能性
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GX：グリーントランスフォーメーション
政策のながれ
2022年

7月 ＧＸ実行会議発足
8月 ＧＸ実行会議で岸田首相が原発政策の推進を支持
9月末 東京ＧＸウィーク
9～11月 原子力小委員会などで

運転延長や新増設リプレースについて議論
12月 「ＧＸ基本方針案」決定、約1か月のパブリックコメント

2023年
2月 「ＧＸ基本方針」閣議決定
2～3月 各地で意見交換会開催
3月 具体的な法改正が２つの束ね法案にまとまる

ＧＸ推進法案、ＧＸ脱炭素電源法案
3～5月 衆議院、参議院で審議
5月12日 GX推進法成立
5月末？ GX脱炭素電源法案が参議院通過見込み



年末から1月20日頃にかけての４つのパブコメ
（締切順）

１．原子力規制委員会「高経年化した発電用原子炉に関する安全規制の概要」
締切：2023年1月21日0時0分

２．資源エネルギー庁「今後の原子力政策の方向性と行動指針」
締切：2023年1月22日23時59分

３．内閣官房 ほか「ＧＸ実現に向けた基本方針」
締切：2023年1月22日23時59分

４．原子力委員会「原子力利用に関する基本的考え方」改定
締切：2023年1月23日18時0分

https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=198022209&Mode=0
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=620222029&Mode=0
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=595222084&Mode=0
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=095221020&Mode=0






GX推進法の問題点

１．原子力産業を長期にわたり官民資金で支援する

２．経済産業省への白紙委任

３．脱炭素基準、環境・人権配慮基準の不在

４．将来世代を含めた国民が負担し、排出者を利する

５．資金の流れが不透明、監視、検証ができない

GX推進法案を通してはならない５つの理由 | 国際環境NGO FoE Japan

https://foejapan.org/issue/20230322/12011/




GX脱炭素電源法案の問題点

１．原子力基本法の改悪：「原発の活用」を国の責務に

２．原子炉等規制法から運転期間の上限に関する定めを削除し、電

気事業法に移す

３．運転停止している期間を、運転期間から除外できるようにす

４．30年を超える原発についての劣化評価を、法律に格上げする

#原発GX法を廃案に！ 参議院議員会館前行動に結集を！ | 国際環境NGO FoE 
Japan

https://foejapan.org/issue/20230510/12682/

